
年 4 月 10 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞
地域連携活動のねらい:地域に根付いた生産活動を実施する事で、地域で活躍

できる人材を育成する。

地域にとってのメリット:廃棄処分となる商品を再生し、再販する事が出来、

売上の向上につながる。

対象者にとってのメリット:商品開発を行う事で、実践的な環境で取り組む

事ができ、就労意識を高める事が出来た。

＜結果・成果・課題＞

令和　7

活動場所:神戸市灘区水道筋5丁目2-15

実施日程:令和6年3月～令和7年3月

実施した生産活動・施設外就労の概要

ドライフラワーの商品開発・製造・販売

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 芦屋ビビッド

住　所 神戸市灘区水道筋6丁目1-13

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 株式会社　神東社 担当者名 川崎

商品開発を行った当初から比べるとアレンジの幅も広がり、クオリティーも上がっています。今では、発注数も増え、お客様から喜ばれる商品となりました。
課題や目的を共有することで、常にブラッシュアップをし、新しいアイデアを生み出す力を身につけることで、新商品の開発にも取り組んでいきたいです。今後も、お
客様に喜んでもらえる商品を製造することで、やりがいに繋げていただきたいです。

葬儀の際に祭壇にて使用した生花を廃棄することなくドライフラワーとして再利用し、仏花
として商品化することにより、廃棄処分となる花のリサイクルへの取り組みを行うことと
なった。廃棄される生花をドライフラワーにして活用することでフラワーロスを削減する取
り組みを行っていくための商品開発を行う事が出来た。花の状態や花の種類、カラーの組み
合わせを試行錯誤しながらアレンジすることで、クオリティーも上がり、発注数も増えまし
た。今後、新たにドライフラワーを使った新商品の開発に取り組むことで、お客様に喜んで
もらえる商品を製造していきたいと思います。地域連携活動を通して、個性を表現した商品
作りを行うことで自信を付けることができ、就労意欲を高めることができたと感じている。
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